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コア 

アクティブ 

ラーニン 

グ（60％） 

実習による 

評価（40％） 

今後関連する科目 

材料力学（１） 
材料加工学（１），（２） 
機械要素（１），（２） 
機械設計製図 

基礎材料学 

実習より得られた測定値を表あるいは図に示 

し，文章で結果を説明でき，客観的に判断で 

きる．また，実習で作成した加工品を製図でき 

る． （50％） 

実習を体験し，各種加工の原理やその特徴を 

理解する． 

１．測長機器の取り扱いと寸法測定 

２．手仕上げ 

３．フライス加工 

４．研削加工 

５．旋削加工 

６．数値制御旋盤加工 

７．材料試験 


